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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第３四半期
連結累計期間

第77期
第３四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自2022年８月１日
至2023年４月30日

自2023年８月１日
至2024年４月30日

自2022年８月１日
至2023年７月31日

売上高 （千円） 31,623,640 31,545,132 41,824,683

経常利益 （千円） 2,523,312 2,808,443 3,106,237

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,581,023 2,012,163 1,970,746

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,599,766 1,966,796 2,100,940

純資産額 （千円） 41,934,477 43,413,808 42,435,652

総資産額 （千円） 60,527,218 59,834,148 59,147,392

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 95.90 122.14 119.54

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.3 72.6 71.7

 

回次
第76期

第３四半期
連結会計期間

第77期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2023年２月１日
至2023年４月30日

自2024年２月１日
至2024年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 43.70 53.26

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、取締役（ただし、社外取締役を除く）を対象とする信託を通じた株式報酬制度を導入しておりま

す。当該信託が保有する当社株式は、１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上、期中平均株式数の計

算において控除する自己株式に含めております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生及び前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。なお、重要事象等は存在しておりません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

 

前第３四半期

連結累計期間

（百万円）

当第３四半期

連結累計期間

（百万円）

増減率（％）

売上高 31,623 31,545 △0.2

営業利益 2,251 2,570 14.1

経常利益 2,523 2,808 11.3

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,581 2,012 27.3

 

当第３四半期連結累計期間の国内経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和や外国人観光客の増

加によるインバウンド需要の回復などにより、景気は緩やかな回復基調にあります。一方で、ロシア・ウクライナ

情勢の長期化の影響によるエネルギー・原材料価格の上昇、物価高のなかで足踏みが続いている個人消費など、依

然として先行き不透明な状況となっております。

当社グループの属する鋼製物置業界においては、製品価格の値上げや物価の高止まりに伴い個人消費が振るわな

かった影響などから、厳しい事業環境となっております。オフィス家具業界においては、新しい働き方に対応した

オフィスのリニューアル需要などが増え、堅調な状況で推移しております。

このような外部環境の変化や材料費の高止まりの影響等を受けるなか、当社グループは従前からの販売活動を強

化・継続するとともに、各セグメントの収益性改善に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高31,545百万円（前年同期比0.2％減）、営業利益

2,570百万円（前年同期比14.1％増）、経常利益2,808百万円（前年同期比11.3％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益2,012百万円（前年同期比27.3％増）となりました。

 

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

セグメントの名称

売上高（百万円） セグメント利益（百万円）

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減

鋼製物置 22,064 21,298 △766 2,445 2,922 477

オフィス家具 9,561 10,250 688 572 442 △129

調整額 △3 △3 0 △765 △795 △29

合計 31,623 31,545 △78 2,251 2,570 318

 

（鋼製物置事業）

鋼製物置事業につきましては、価格改定前の駆込み需要の反動など、価格改定後の需要が低調に推移いたしまし

た。このような状況のもと、当社グループはコロナ禍で休止していたＣＭ放映、対面方式での物置勉強会を再開す

るとともに、新製品「アルシアフィット」「タフレージ」を発売し、需要の取り込みに努めました。一方で、材料

価格の高止まりの影響を受けるなか、生産・物流のコスト削減や価格転嫁の浸透に努めてまいりました。

この結果、売上高は21,298百万円（前年同期比3.5％減）、セグメント利益は2,922百万円（前年同期比19.5％

増）となりました。
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（オフィス家具事業）

オフィス家具事業につきましては、オフィスのリニューアル需要が堅調に推移いたしました。このような状況の

もと、当社グループは提案営業を展開するとともに、働き方の変化を捉えた新製品「ヴィアルーム」を発売し、需

要の取り込みに努めました。また、生産・物流のコスト削減や価格転嫁を進める等、収益の改善に努めてまいりま

した。

この結果、売上高は10,250百万円（前年同期比7.2％増）、セグメント利益は442百万円（前年同期比22.6％減）

となりました。

なお、セグメントの売上高については、外部顧客に対する売上高とセグメント間の内部売上高を記載しておりま

す。

 

(2) 財政状態の分析

 
前連結会計年度末

（百万円）

当第３四半期連結会計期間末

（百万円）
増減（百万円）

流動資産 31,179 30,975 △204

固定資産 27,967 28,858 890

資産合計 59,147 59,834 686

流動負債 13,832 13,590 △241

固定負債 2,879 2,830 △49

負債合計 16,711 16,420 △291

純資産 42,435 43,413 978

 

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、次のとおりであります。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ204百万円減少して30,975百万円となりました。主な変動要因は、納

税・配当金の支払及び自己株式の取得等による現金及び預金の減少1,042百万円、受取手形及び売掛金の増加146

百万円、電子記録債権の増加350百万円、原材料及び貯蔵品の増加142百万円であります。固定資産は、前連結会

計年度末に比べ890百万円増加して28,858百万円となりました。主な変動要因は、犬山工場ガレージ生産設備の

稼働による機械装置及び運搬具の増加720百万円であります。

この結果、資産合計は59,834百万円となり、前連結会計年度末に比べ686百万円増加いたしました。

 

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ241百万円減少して13,590百万円となりました。主な変動要因は、電子

記録債務の減少966百万円、未払法人税等の減少264百万円、賞与引当金の増加368百万円,流動負債のその他に含

まれる設備関係電子記録債務の増加484百万円であります。固定負債は、前連結会計年度末に比べ49百万円減少

して2,830百万円となりました。主な変動要因は、固定負債のその他に含まれる受入営業保証金の減少19百万円

及び長期未払金の減少17百万円であります。

この結果、負債合計は16,420百万円となり、前連結会計年度末に比べ291百万円減少いたしました。

 

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ978百万円増加して43,413百万円となりました。主な変動要因は、親会社

株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加2,012百万円、配当金の支払による利益剰余金の減

少650百万円、自己株式消却による資本剰余金の減少270百万円、利益剰余金の減少880百万円及び自己株式（控

除項目）の減少1,150百万円、並びに自己株式取得による自己株式（控除項目）の増加373百万円であります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.9ポイント増加して72.6％となりました。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、197百万円となりました。なお、当

第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(4) 主要な設備の新設・改修

前連結会計年度末において計画中であった犬山工場・生産設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に重

要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2024年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年６月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,022,429 17,022,429
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 17,022,429 17,022,429 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年２月１日～

2024年４月30日
－ 17,022,429 － 1,132,048 － 763,500

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2024年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2024年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 331,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,684,700 166,847 －

単元未満株式 普通株式 6,729 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数  17,022,429 － －

総株主の議決権  － 166,847 －

（注）「完全議決権株式（その他）」には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が400株（議決権４個）及び取締役

（ただし、社外取締役を除く）を対象とする株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式177,300株が含まれて

おります。

②【自己株式等】

    2024年４月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社稲葉製作所
東京都大田区矢口

２丁目５番25号
331,000 － 331,000 1.94

計 － 331,000 － 331,000 1.94

（注）１．上記のほか、取締役（ただし、社外取締役を除く）を対象とする株式報酬制度に係る信託が保有する当社株

式177,300株を四半期連結財務諸表上、自己株式として処理しております。上記割合は、小数点第３位以下を

切り捨てて表示しております。

２．2024年３月15日開催の取締役会決議に基づき、当第３四半期連結累計期間において211,900株の取得を行った

ため、2024年４月30日現在の自己株式の総数は、542,936株となっております。

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（2024年２月１日から

2024年４月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（2023年８月１日から2024年４月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,754,684 12,711,935

受取手形及び売掛金 7,075,211 7,221,395

電子記録債権 2,506,321 2,856,429

有価証券 3,499,981 3,400,080

商品及び製品 2,919,702 2,872,886

仕掛品 536,402 487,905

原材料及び貯蔵品 518,297 660,824

その他 371,390 766,348

貸倒引当金 △2,100 △2,128

流動資産合計 31,179,892 30,975,677

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,127,562 7,212,543

機械装置及び運搬具（純額） 4,238,646 4,959,276

土地 11,511,323 11,542,141

その他（純額） 427,979 462,218

有形固定資産合計 23,305,511 24,176,179

無形固定資産 315,832 298,026

投資その他の資産   

退職給付に係る資産 305,383 378,906

その他 4,040,772 4,005,357

投資その他の資産合計 4,346,155 4,384,264

固定資産合計 27,967,499 28,858,470

資産合計 59,147,392 59,834,148

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,718,499 3,856,833

電子記録債務 5,913,350 4,947,045

未払法人税等 746,414 482,217

製品補償引当金 81,990 5,425

賞与引当金 355,526 723,867

その他 3,016,325 3,574,940

流動負債合計 13,832,107 13,590,328

固定負債   

役員退職慰労引当金 25,508 16,139

役員株式給付引当金 164,609 158,847

退職給付に係る負債 1,204,787 1,198,226

その他 1,484,727 1,456,798

固定負債合計 2,879,632 2,830,011

負債合計 16,711,740 16,420,340
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年４月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,132,048 1,132,048

資本剰余金 1,033,580 763,500

利益剰余金 41,729,831 42,210,659

自己株式 △1,836,045 △1,023,269

株主資本合計 42,059,415 43,082,938

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 240,629 216,730

退職給付に係る調整累計額 135,607 114,140

その他の包括利益累計額合計 376,237 330,870

純資産合計 42,435,652 43,413,808

負債純資産合計 59,147,392 59,834,148
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年８月１日
　至　2023年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日
　至　2024年４月30日)

売上高 31,623,640 31,545,132

売上原価 23,563,860 22,983,881

売上総利益 8,059,779 8,561,250

販売費及び一般管理費 5,807,834 5,990,771

営業利益 2,251,944 2,570,479

営業外収益   

受取利息 6,192 7,983

受取配当金 4,946 4,621

作業くず売却益 150,804 146,832

電力販売収益 74,130 80,326

雑収入 58,771 59,004

営業外収益合計 294,845 298,768

営業外費用   

支払利息 664 381

電力販売費用 22,466 21,788

和解金 － 35,833

雑損失 347 2,801

営業外費用合計 23,478 60,803

経常利益 2,523,312 2,808,443

特別利益   

固定資産売却益 2,788 3,935

投資有価証券売却益 － 48,080

保険解約返戻金 － 41,874

受取保険金 － 50,000

その他 581 －

特別利益合計 3,369 143,890

特別損失   

製品補償引当金繰入額 ※１ 162,407 －

固定資産除却損 2,336 11,201

減損損失 ※２ 12,335 －

特別損失合計 177,078 11,201

税金等調整前四半期純利益 2,349,603 2,941,132

法人税、住民税及び事業税 926,686 947,184

法人税等調整額 △158,106 △18,215

法人税等合計 768,580 928,969

四半期純利益 1,581,023 2,012,163

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,581,023 2,012,163
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年８月１日
　至　2023年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日
　至　2024年４月30日)

四半期純利益 1,581,023 2,012,163

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 33,301 △23,899

退職給付に係る調整額 △14,559 △21,467

その他の包括利益合計 18,742 △45,366

四半期包括利益 1,599,766 1,966,796

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,599,766 1,966,796
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１　製品補償引当金繰入額

2023年４月17日に製品リコール開始の報告書を経済産業省へ提出いたしました。これに伴い、リコール対

象製品の回収・交換を実施する費用等を入手可能な事実と状況に基づき、特別損失を次のとおり見積り計

上いたしました。

前第３四半期連結累計期間
（自　2022年８月１日

　　至　2023年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年８月１日

　　至　2024年４月30日）

162,407千円 －千円

 

※２　減損損失

以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

前第３四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年４月30日）

場所 用途 種類 金額

愛知県犬山市他 オフィス家具事業資産
機械装置及び運搬具 1,237千円

有形固定資産「その他」 11,097千円

  合計 12,335千円

当社グループは資産を鋼製物置事業資産、オフィス家具事業資産及び遊休資産等にグルーピングしております。

この内、オフィス家具事業資産については、価格転嫁による収益改善が進んでいるものの、引き続き価格競争が激

しいことから、当第３四半期連結累計期間において、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失と

して特別損失に計上しております。なお、回収可能価額は使用価値により測定しており、零として評価しておりま

す。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2024年４月30日）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年８月１日
至　2023年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年８月１日
至　2024年４月30日）

減価償却費 1,367,652千円 1,300,326千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年４月30日）

１.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年10月21日

定時株主総会
普通株式 215,705 13.00 2022年７月31日 2022年10月24日 利益剰余金

2023年３月17日

取締役会
普通株式 216,017 13.00 2023年１月31日 2023年４月10日 利益剰余金

（注）１．2022年10月21日開催の定時株主総会決議による配当金の総額には、取締役（ただし、社外取締役を除く）を

対象とする株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式に対する配当金1,385千円が含まれております。

２．2023年3月17日開催の取締役会決議による配当金の総額には、取締役（ただし、社外取締役を除く）を対象

とする株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式に対する配当金1,697千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2024年４月30日）

１.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月20日

定時株主総会
普通株式 383,902 23.00 2023年７月31日 2023年10月23日 利益剰余金

2024年３月15日

取締役会
普通株式 267,062 16.00 2024年１月31日 2024年４月９日 利益剰余金

（注）１．2023年10月20日開催の定時株主総会決議による１株当たり配当額23円には、特別配当10円を含んでおりま

す。

２．2023年10月20日開催の定時株主総会決議による配当金の総額には、取締役（ただし、社外取締役を除く）を

対象とする株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式に対する配当金4,721千円が含まれております。

３．2024年３月15日開催の取締役会決議による配当金の総額には、取締役（ただし、社外取締役を除く）を対象

とする株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式に対する配当金2,836千円が含まれております。

２．株主資本の金額の著しい変動

・自己株式の消却

当社は、2023年９月13日開催の取締役会決議に基づき、2023年10月31日付けで、自己株式900,000株の

消却を実施いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が270,080千円、利

益剰余金が880,371千円、自己株式（控除項目）が1,150,452千円それぞれ減少いたしました。

・自己株式の取得

当社は、2024年３月15日開催の取締役会決議に基づき、取得株式総数500,000株、取得価額総額750,000

千円を上限として自己株式の取得を進め、当第３四半期連結累計期間において自己株式を211,900株取得

し、自己株式（控除項目）が373,227千円増加いたしました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が763,500千円、利益剰余金が

42,210,659千円、自己株式（控除項目）が1,023,269千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 鋼製物置 オフィス家具 計

売上高      

一時点で移転される財又は

サービス
22,057,500 9,559,702 31,617,203 － 31,617,203

一定期間にわたり移転される

財又はサービス
6,437 － 6,437 － 6,437

顧客との契約から生じる収益 22,063,937 9,559,702 31,623,640 － 31,623,640

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 22,063,937 9,559,702 31,623,640 － 31,623,640

セグメント間の内部売上高又

は振替高
1,000 2,198 3,198 △3,198 －

計 22,064,937 9,561,901 31,626,839 △3,198 31,623,640

セグメント利益 2,445,392 572,112 3,017,504 △765,560 2,251,944

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1) セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△3,198千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント利益の調整額△765,560千円は、セグメント間取引消去△71千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△765,488千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費

であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「オフィス家具」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損

失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては12,335千円であります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2024年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 鋼製物置 オフィス家具 計

売上高      

一時点で移転される財又は

サービス
21,193,129 10,246,958 31,440,088 － 31,440,088

一定期間にわたり移転される

財又はサービス
105,044 － 105,044 － 105,044

顧客との契約から生じる収益 21,298,174 10,246,958 31,545,132 － 31,545,132

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 21,298,174 10,246,958 31,545,132 － 31,545,132

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 3,083 3,083 △3,083 －

計 21,298,174 10,250,042 31,548,216 △3,083 31,545,132

セグメント利益 2,922,727 442,842 3,365,570 △795,091 2,570,479

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1) セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△3,083千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント利益の調整額△795,091千円は、セグメント間取引消去△321千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△794,769千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年８月１日
至　2023年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年８月１日
至　2024年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 95円90銭 122円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,581,023 2,012,163

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
1,581,023 2,012,163

普通株式の期中平均株式数（株） 16,486,093 16,474,865

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、取締役（ただし、社外取締役を除く）を対象とする株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式

を、四半期連結財務諸表において自己株式として計上しております。株主資本において自己株式として計上

されている当該信託が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第３四半期連結累計

期間132,801株、当第３四半期連結累計期間191,811株であります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2024年３月15日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1) 中間配当による配当金の総額……………… 267,062千円

(2) １株当たりの金額…………………………… 16円00銭

(3) 支払請求の効力発生日及び支払開始日…… 2024年４月９日

(注) 2024年１月31日最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年６月14日

株式会社稲葉製作所

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森 　田 　祥 　且

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 菅 　野 　貴 　弘

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社稲葉製

作所の2023年８月１日から2024年７月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年２月１日から2024年４

月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年８月１日から2024年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社稲葉製作所及び連結子会社の2024年４月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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